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一般財団法人京都ボーイスカウト振興会 

令和８年度（令和８年４月１日から令和９年３月３１日） 

事 業 計 画 

 

 

１． はじめに 

本年度より、京都連盟は10か年にわたる中長期計画をスタートさせました。 

各団・各隊に新たな負担を課すのではなく、京都連盟が「環境整備」「支援の仕組みづくり」を進めること

により、現場がスカウトサービスに集中できる状態を目指すとして、次の６つの柱を掲げました。 

１．スカウト数の維持・拡大 

２．スカウト募集事業の推進 

３．活動プログラムの充実と質の向上 

４．指導者・運営者の育成と支援 

５．魅力発信・認知度向上・地域連携 

６．連盟運営基盤の強化と信頼性の向上 

 

しかし、これまでさまざまな改革の実施にもかかわらず、加盟員数は１９８３年の１万人をピークに一貫し

て減り続け、本年度は1704人、１０年後には約500人規模になるとの推計があります。 

ボーイスカウト運動は、１１０年余の歴史があり、地域に根ざしながら世界中に共に活動する仲間がいる

「ローカルにしてグローバルな社会教育運動」の雄でありながら、ボランティアの献身的な努力にもかかわ

らず、現代の社会構造の変化に取り残されている感が否めません。 

当振興会は、このボーイスカウト運動に期待を寄せてくださる法人・個人の志と絆によって成り立ってい

ます。子どもたちの将来・日本の未来を見据えて、その指導・育成に携わる指導者のチカラが存分に発揮

されるように、提言も含めて京都のボーイスカウト運動を支えてまいります。 

――――― 

   さらに京都連盟は、昨年の創立110周年記念事業の締めくくりとして、本年１１月１日に「トリプルワン」

と称した「111周年スカウト大集合・記念式典」を京都市梅小路公園で開催します。 

ここに、振興会役員が一丸となって、関係する法人・個人への参観を呼びかけ、新規維持会員のさら

なる増強を目指す所存です。 
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２．次のそれぞれの事業ごとに計画を策定し実行してまいります。 

⑴ ボーイスカウト行事等に対する助成協力事業 

⑵ 青少年の育成を目的とした自然体験活動のためのキャンプ企画事業 

⑶ 指導者養成のためのプログラム企画運営事業 

⑷  国際交流•国際貢献活動、社会に役立つ事業活動、環境•まち美化活動支援のため共催事業 

⑸ ボーイスカウト運動の振興及び普及宣伝事業 

 

３．事業計画の内容 

(1) ボーイスカウト行事等に対する助成協力事業 

(ｱ)助成の対象 

京都府下において、ボーイスカウト運動の趣旨を理解し、組織的にボーイスカウト運動を

行う団体 

(ｲ)助成の趣旨•使途 

ボーイスカウト運動にかかる講習•実修•研修•キャンプに要する経費、スカウト派遣に要する

経費、その他ボーイスカウト運動に欠くことができない重要な行事のために必要となる経費 

(ｳ)事業予算 

事業費として、２,８00千円を見込む。 

内訳は日本ボーイスカウト京都連盟（以下、「京都連盟」という。）の令和８年度事業費予算のう

ち、進歩費、国際費、安全費、環境費、コミッショナー費、イベント費等に1,300千円、京都連盟

創立１１１周年行事に1,000千円、日本スカウトジャンボリー参加助成費に500千円とする。 

(ｴ)助成対象者からの助成申請及び実績報告 

助成対象者からは書面による助成申請（事業の収支予算及び事業の実施概要）を受け、書面

による実績結果（事業の収支決算及び事業の実施状況）を受ける。なお、助成申請及び実績報

告は、助成対象者の組織的な機関決定を経たものであることを条件とする。 

 

(2) 青少年の育成を目的とした自然体験活動のためのキャンプ企画事業 

(ｱ)体験活動の所在地 

広河原野営場：京都市左京区広河原尾花町 27 番地 

（当法人所有：山林 22,559 平方メートル、原野 521 平方メートル） 

(ｲ)体験活動の運営主体 

日本ボーイスカウト京都連盟 
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(ｳ)体験活動に参加が予定されている対象者 

青少年の育成を目的とした組織団体に無償提供する。 

(ｴ)広河原野営場は、京都北山の自然を堪能できる拠点として、またボーイスカウトが目指す 

ハイアドベンチャーの基地として、活用の方法を紹介し、利用者増を目指す。 

(ｵ)事業予算 

事業費として、広河原野営場簡易宿泊建物にかかる減価償却費の他、整備委託費•修繕

費として、５0千円を見込む。 

 

(３)指導者養成のためのプログラム企画運営事業 

(ｱ)趣旨 

熱意ある指導者の育成は、喫緊の課題である。その人材を発掘し育成することはスカウト運動

の普及に欠かせない。セミナーや研修会等の開催を助成する。 

 

(４)国際交流•国際貢献活動、社会に役立つ事業活動、環境•まち美化活動支援のための共催事

業：「イベント」 

ボーイスカウトが主催する様々な行事が、参加者も主催者もワクワクする魅力ある活動である

か、またスカウト教育が目指す方向で成果があるかについて、外部の視点で評価し、支援の意

義を高めていく。 

(ｱ)国際交流•国際貢献活動支援 

ボーイスカウトを対象に海外キャンプへの派遣、海外スカウトのホームステイ受入、国際協力

プロジェクトの派遣実施等を予定している。 

(ｲ)社会に役立つ事業活動支援 

全国都道府県対抗女子駅伝競走大会、全国車いす駅伝競走大会の沿道整理奉仕 

防災意識の社会的な高まりに応じて、日本連盟が推進する「全国防災キャラバン」の京都会場

を、地区主管により府内各地で開催する。 

多くの地道な奉仕活動により大会を支えている事実を、マスコミ報道を通じてクローズアップさ

せる。 

（ｳ）環境まち美化活動支援 

「緑の募金」活動、京都市「まち美化運動」に参加 

 

(５)ボーイスカウト運動の振興及び普及宣伝事業：「広報」 

(ｱ)新規維持会員の増強のため、案内ツール（パンフレット・申込書等）を作成する。 
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(ｲ)ホームページの充実により、組織内外のコミュニケーションを促進する。 

①ボーイスカウト•指導者等のボーイスカウト関係者、維持会員、ならびに不特定多数の方々に

対して、ホームページ等を通じて、当法人の事業計画等•京都連盟の事業計画等を適時に適

切な範囲でディスクローズし、健全な運営を行う。 

②ボーイスカウト運動の振興を図るために維持会員、および潜在的な維持会員に対して、ホーム

ページ等を通じて、会費の協力を依頼する。 

③OB の復帰受け皿としての「サポーター制度」を確立し、ホームページ等を通じて公募する。 

(ｲ)事業予算 

事業費として、１００千円（普及宣伝費）、および１３２千円（ホームページ運営改革費）を見込む。 

以 上 


